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自在R連続基礎

安定計算
埋設使用

安定計算
置き式使用

接続詳細図

基本形状図

1.安全性
連続した基礎として衝突に対して抵抗するため安全性が高くなり
ます。
 
2.施工性
設置間隔が決まっているため施工が容易です。
丸みを帯びた端部形状によりカーブ施工が容易に行えます。 

3.リサイクル
ボルト連結のため道路の修繕時に撤去・移設し再利用が出来ます。

●特長

1999年「車両用防護柵標準仕様・同解説」「道路土工・擁壁工指針」の
基準改定に伴い、自動車の衝突荷重を考慮した設計が明記されました。
ガードレール自在Ｒ連続基礎ブロックは、道路の安全及び道路環境の改
善の為、緊急的に多く施されるガードレールやガードパイプの現場打
ち連続基礎をプレキャスト製品化し、緊急工事に対応することが出来ま
す。この製品は自転車のチェーンをイメージし、現場に合ったカーブに
自在に対応できるプレキャスト連続基礎ブロックです。

▶
埋
設
使
用

▶
置
き
式
使
用
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〔本設〕　 〔置き式〕　
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■接続詳細図

車両の進入制御や車線変更、風荷重による転倒防止などの仮設用
置き基礎用として緊急時に対応出来る連続基礎ブロックです。

■A型（630×450）　支柱間隔2m

基本：参考重量1202kg 端部A：参考重量835kg 端部B：参考重量898kg

■B型（400×450）　支柱間隔　2.0m、1.5m、1.0m

〔本設〕　 〔置き式〕　

基本：参考重量778kg 端部A：参考重量557kg 端部B：参考重量576kg

基本(1m)：参考重量346kg

設計条件

　現場打の連続基礎は、目地の関係で10mにて
安定計算を行いますが、自在R連続基礎では延
長方向で衝突荷重を受け持ちます。
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〈プレキャスト・ガードレール＆
　ガードパイプ連続基礎ブロック〉
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独立式の基礎では安定計算が不可能。連続基礎とすることで安定計算を可能に。

▼九州自動車道床版取替え工事

▼薩摩川内市
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独立式の基礎では安定計算が不可能。連続基礎とすることで安定計算を可能に。

▼九州自動車道床版取替え工事

▼薩摩川内市
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短延長（5m）で安全確保
基礎断面（幅）を大きくすることで、短延長での安全確保を
実現しました。

基礎高300mm
支柱立込穴を補強し、根入れ250mmで安全を確保しまし
た。

形状・寸法
重量表

支柱建込250mm対応
防護柵設置基準、同解説に準じた支柱
建込穴の補強により、根入れを250mm
とし、基礎高300mmを実現。浅層埋設
物がある箇所へ防護柵設置を可能とし
ました。

景観に配慮
歩道部は天端高を80mm下げており、
舗装・インターロッキングの施工が可能
です。

容易な施工
上下組み合わせ+ボルト（M27）締結の
みの容易な施工により工期短縮を実現
しました。

交差点タイプ

最小半径5Ｒまで対応可能。

基　本 参考重量:1157kg 端部A 参考重量:895kg 端部B 参考重量:900kg
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自在R連続基礎/
トップガード

トップガード〈積みブロック擁壁用ガードレール基礎〉

施工手順

基本形状図

ガードレールB・C種対応

1． 従来工法と比較して工期短縮が図れます。

2． ガードレール設置時に必要なボイド管、型枠が不要となり、廃棄物が減
少します。

3． 擁壁前面に足場設置の必要がありません。

4． 前面5分勾配。連続延長L=10m以上に対応しております。

●特長

敷モルタル1：3
基礎砕石
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① 基礎工（基礎砕石・敷モルタル） ② 製品据付（プレート連結） ③ 中詰めコンクリート打設 ④ ガードレール設置
　 砂詰め、モルタル処理

■平面図

■正面図 ■側面図

■標準断面図

■ガードレール支柱の設置方法

※10ｍ当たり材料
　中詰コンクリート：2.10ｍ3
　敷モルタル：0.27ｍ3

トップガード 製品重量=639kg




